
　石田堤を守る会は、地元堤根地区の有志が、石田
堤を郷土に残る重要な歴史的文化財と考え、地域で
石田堤を保護していこうと昭和48年4月に設立した
自主的な活動団体です。
　設立以来39年の永きにわたり、地元に残る石田堤
を後世に残すべく活動を続けており、文化財の保護
に多大なる貢献を果たしています。
　石田堤は、その名が表すとおり、1590年（天正18年）、豊臣秀吉の関東平定の際、忍城
攻めの総大将石田三成によって城を水攻めにするために築かれたもので、全長28kmに
及んでいたと考えられています。そのほとんどは失われてしまいましたが、現在でも堤根
地区の旧日光館林道沿いに282ｍほどの堤が残っており、往時をうかがわせる貴重な文
化財です。
　同会の活動の輪は次第に広がり、現在では、地元堤根自治会の全178世帯が会員と
なっています。同会は、定期的な除草や植栽などの作業を通して、景観や環境の保全に尽
力され、石田堤の現状を大切に保存する活動を行っています。
　行田の近世の歴史が、小説「のぼうの城」や映画「のぼうの城」で取り上げられ脚光を浴
びています。日本全国には、看板や伝承だけの歴史スポットは数多くあります。そのよう
な中、忍城水攻めを象徴する歴史的遺構、石田堤が時空を超えて今日あるのは、石田堤を
守る会が、保護活動を地道に実践されてきた成果であります。
　地域の歴史資源は地域で守る。この活動を永年継続してきた石田堤を守る会の功績
は、歴史のまち行田にとって誠に顕著で多大であります。
　また、地域コミュニティ活動を通じて、郷土愛、連帯感を醸成し市民が愛着と誇りを持
てる地域づくりに取り組んできた同会は、オンリーワンのまちづくりを目指す行田の模範
となるものです。
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市制施行63周年・文化の日記念式典

　11月３日、｢市制施行63周年・文化の日記念式典｣が教育文化センターで
開催されました。
　今年の式典では、永年市政に貢献された市民功労の1団体をはじめ、35人、
19団体が表彰され、工藤市長から表彰状と記念品が手渡されました。
　ここでは、表彰を受けた皆さんを紹介します。
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